

















































































      ８枚
  ｂ．高等女学生：38枚
  ｃ．花嫁，婦人：29枚
  ｄ． 女性が描かれた挿絵なし，または挿絵
自体なし：10枚
　以上，雑誌に掲載された中山太陽堂の広告
について分析を行なった。
　はじめに述べたように，創業者である中山
太一は，日本の女性を内外ともに美しくあっ
てほしいという理想をもっていた。それは，
婦人に対してのみ求めたものではない。広告
に掲載された高等女学生や小学生などの「少
女」，さらには幼女たちに対しても持ってい
た理想である。中山太一がもつ「内外ともに
美しく」という理想は，高等女子教育におい
ても求められた理想であった。
　美育や少女雑誌，婦人雑誌の影響から，高
等女学生をはじめとした「少女」の頃から，
化粧と関わりをもっていたのである。以上の
理由から，中山太陽堂は，内面・外見ともに
美しくなる理想の女性をつくために，婦人は
もちろん，高等女学生，小学生を含んだ少女，
そして幼女までをも購買対象としてみていた
ことが理解できよう。
　以上の要因により，少女たちは美しくなる
ことを余儀なくされ，そのために，化粧が必
要になったといえる。化粧品会社は，広告の
中に，少女たちの憧れとなるような女性を描
き，購買意欲を掻き立てるような文句をつけ
る。中山太陽堂をはじめとする化粧品会社は，
そのような少女たちの欲望や理想を具体化す
るために化粧品広告を『少女の友』に掲載し
たのである。
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